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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
＊
ア
シ
タ
ハ
ア
シ
タ
ノ
カ
ゼ
ガ
フ
ク
＊

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
１
８
２
０
Ｄ

【
作
者
名
】

　
実
羽

【
あ
ら
す
じ
】

　
日
本
の
何
処
か
に
あ
る
で
あ
ろ
う
写
真
屋
さ
ん
で
ア
ル
バ
イ
ト
す
る
学
生
達

の
物
語
。
笑
い
あ
り
、
涙
あ
り
、
豆
知
識
あ
り
！
？
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労
働
時
間
１
時
間
：
ド
タ
バ
タ
ア
ル
バ
イ
ト
た
ち
の
１
日

こ
こ
は
ど
こ
に
で
も
あ
る
カ
メ
ラ
屋
さ
ん
。

そ
の
お
店
の
ア
ル
バ
イ
ト
達
の
物
語
。

「
阪
田
さ
ん
、
年
賀
状
の
プ
リ
ン
ト
頼
ん
で
も
い
い
？
」

「
・
・
・
は
い
。
」

新
人
ア
ル
バ
イ
ト
３
人
衆
の
１
人
阪
田
恵
実
（
さ
か
た
め
ぐ
み
・
通
称
『
メ
グ
』

）
は
こ
の
時
期
年
賀
状
や
喪
中
は
が
き
の
打
ち
込
み
と
主
に
プ
リ
ン
ト
を
担
当

し
て
い
る
。

「
永
崎
君
、
レ
ジ
頼
ん
だ
よ
。
」

「
は
～
い
。
」

３
人
衆
の
２
人
目
永
崎
涼
介
（
な
が
さ
き
り
ょ
う
す
け
・
通
称
『
涼
介
』
）
は

自
称
接
客
の
天
才
。
今
ま
で
接
客
業
を
渡
り
歩
い
て
き
た
。

「
鈴
原
君
、
裏
で
デ
ジ
カ
メ
プ
リ
ン
ト
お
願
い
ね
。
」

３
人
衆
の
大
ト
リ
鈴
原
海
斗
（
す
ず
は
ら
か
い
と
・
通
称
『
海
斗
』
）
は
ラ
ボ

（
デ
ジ
カ
メ
プ
リ
ン
ト
な
ど
を
す
る
と
こ
ろ
）
を
主
に
担
当
。

こ
の
仕
事
以
外
に
接
客
や
レ
ジ
打
ち
も
す
る
。

「
メ
グ
～
、
明
日
渡
し
の
年
賀
状
す
ぐ
で
き
る
？
」

「
何
枚
？
」

「
３
０
０
枚
。
」

「
・
・
・
・
今
７
：
３
０
で
し
ょ
？
無
理
！
せ
め
て
明
後
日
渡
し
。
」

「
頼
む
よ
！
！
」

彼
は
３
人
の
先
輩
で
あ
る
飯
沼
友
幸
（
い
い
ぬ
ま
と
も
ゆ
き
・
通
称
『
友
幸
』
）

バ
イ
ト
歴
が
長
く
、
時
期
社
員
候
補
（
本
人
は
否
定
中
）

「
だ
っ
て
、
明
日
渡
し
が
こ
れ
だ
け
残
っ
て
る
ん
だ
よ
！
？
そ
れ
飛
び
込
み
で

し
ょ
？
」

「
だ
か
ら
さ
～
そ
こ
を
な
ん
と
か
・
・
。
」

２
人
の
ケ
ン
カ
が
持
続
中
。

「
メ
グ
、
い
い
か
ら
そ
れ
と
り
あ
え
ず
や
れ
よ
。
明
日
学
校
休
み
だ
し
、
残
業
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し
ろ
。
」

「
わ
か
っ
た
、
や
る
！
」

「
あ
り
が
と
う
！
メ
グ
、
優
し
い
。
」

袋
を
ジ
ッ
と
見
て
一
言
。

「
海
斗
、
そ
う
言
っ
た
か
ら
に
は
私
の
仕
事
が
終
わ
る
ま
で
待
っ
て
く
れ
る
ん

で
し
ょ
！
？
」

「
は
い
、
は
い
。
待
っ
て
る
か
ら
。
」

カ
ウ
ン
タ
ー
に
て
。

「
和
臣
～
、
ゴ
ミ
捨
て
行
っ
て
来
て
。
」

「
え
っ
？
俺
が
行
く
の
？
」

「
だ
っ
て
、
俺
売
り
上
げ
数
え
て
る
し
、
店
長
裏
だ
し
、
滝
口
さ
ん
休
憩
だ
し
・

・
・
。
」

ゴ
ミ
捨
て
を
微
妙
に
拒
否
し
た
の
は
尾
崎
和
臣
（
お
ざ
き
か
ず
お
み
・
通
称
『

尾
崎
』
飯
沼
の
み
『
和
臣
』
）

「
え
～
・
・
・
。
」

「
じ
ゃ
あ
い
い
よ
！
！
俺
が
行
く
よ
！
！
！
和
臣
の
バ
カ
！
！
」

そ
う
言
っ
て
台
車
を
ダ
ッ
シ
ュ
で
押
し
て
い
く
飯
沼
。

「
お
金
置
い
た
ま
ま
？
」

「
尾
崎
さ
ん
、
こ
れ
店
長
が
渡
し
と
い
て
く
れ
っ
て
。
」

「
永
崎
君
、
友
幸
の
仕
事
や
っ
て
く
れ
な
い
？
」

「
売
り
上
げ
数
え
？
」

「
う
ん
。
」

「
し
ょ
う
が
な
い
な
・
・
・
。
」

男
２
人
が
レ
ジ
担
当
。

「
涼
介
・
・
・
メ
グ
を
ど
う
に
か
し
て
く
れ
。
」

「
ど
う
し
た
？
」

「
飛
び
込
み
３
０
０
枚
の
年
賀
に
半
ギ
レ
。
」

「
そ
れ
誰
が
担
当
？
」

「
友
幸
さ
ん
。
」

「
友
幸
さ
ん
バ
カ
だ
～
！
！
」
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ラ
ボ
で
は
阪
田
が
半
ギ
レ
で
３
０
０
枚
の
年
賀
を
プ
リ
ン
ト
し
て
い
ま
し
た
。
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労
働
時
間
２
時
間
：
バ
タ
バ
タ
の
後
は

バ
イ
ト
終
わ
り

お
店
の
裏
で
そ
の
日
の
日
誌
を
書
く
永
崎
。

坂
田
が
や
っ
て
い
た
年
賀
状
の
プ
リ
ン
ト
は
無
事
終
わ
り
、
半
ギ
レ
状
態
で
現

在
閉
店
作
業
中
。

永
崎
は
足
早
に
仕
事
を
終
わ
ら
せ
て
、
日
誌
を
書
い
て
い
る
と
、
メ
ー
ル
が
受

信
さ
れ
た
。
見
る
と
彼
女
か
ら
だ
っ
た
。

『
今
駅
前
の
マ
ッ
ク
に
い
る
ん
だ
け
ど
、
ま
だ
バ
イ
ト
中
？
』

永
崎
の
彼
女
は
年
上
で
社
会
人
。
ち
な
み
に
飯
沼
の
交
際
６
年
目
の
彼
女
も
年

上
で
社
会
人
。

『
今
ま
だ
店
だ
け
ど
、
あ
と
少
し
で
終
わ
る
か
ら
。
ま
だ
時
間
大
丈
夫
？
』

『
明
日
仕
事
休
み
だ
か
ら
、
大
丈
夫
だ
よ
。
』

『
じ
ゃ
あ
少
し
待
っ
て
て
。
時
間
か
か
る
と
思
う
け
ど
。
』

閉
店
作
業
中
の
店
内
。

「
永
崎
君
は
？
」

「
２
１
時
上
が
り
な
ん
で
、
日
誌
書
い
て
ま
す
。
」

「
海
斗
ー
！
！
！
ネ
ッ
ト
張
る
の
手
伝
っ
て
ー
！
！
」

「
阪
田
さ
ん
な
ん
で
あ
ん
な
に
キ
レ
て
る
の
？
」

「
飛
び
込
み
年
賀
３
０
０
枚
に
半
ギ
レ
で
す
。
」

「
阪
田
さ
ん
、
い
つ
も
１
人
で
ネ
ッ
ト
や
っ
て
な
か
っ
た
っ
け
？
」

「
多
分
海
斗
に
愚
痴
っ
て
ま
す
。
」

そ
の
頃
、
お
店
の
前
で
は
。

「
も
う
絶
対
嫌
が
ら
せ
だ
よ
ね
、
友
幸
は
。
」

愚
痴
っ
て
ま
し
た
、
鈴
原
に
。

「
飯
沼
さ
ん
よ
く
や
る
ん
だ
よ
ね
、
飛
び
込
み
。
」

「
ラ
ボ
も
そ
う
？
」

「
う
ん
、
閉
店
ギ
リ
ギ
リ
に
よ
く
来
る
。
」

「
友
幸
バ
カ
♪
」
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そ
こ
へ
私
服
に
着
替
え
て
た
永
崎
が
や
っ
て
く
る
。

「
お
疲
れ
～
。
」

「
お
疲
れ
様
。
」

「
も
う
帰
る
の
？
」

「
彼
女
が
マ
ッ
ク
に
い
る
。
」

「
今
日
早
番
だ
っ
た
ん
だ
～
。
」

永
崎
の
彼
女
は
看
護
師
。

会
え
る
時
間
が
少
な
い
の
で
、
寂
し
い
ら
し
い
。

「
じ
ゃ
あ
な
。
」

「
お
疲
れ
っ
す
。
」

そ
の
姿
を
見
守
る
２
人
。

「
涼
介
の
彼
女
っ
て
社
会
人
？
」

「
看
護
師
２
年
目
。
」

「
え
っ
！
？
す
ご
く
ね
！
？
」

「
２
３
歳
、
美
人
、
長
身
、
元
読
者
モ
デ
ル
、
実
家
金
持
ち
。
」

「
そ
ん
な
す
ご
い
人
と
ど
う
や
っ
て
出
会
っ
た
ん
だ
！
？
」

閉
店
作
業
中
、
阪
田
・
鈴
原
・
飯
沼
・
尾
崎
が
作
業
中
。

「
阪
田
さ
ん
、
キ
リ
が
い
い
と
こ
で
終
わ
っ
て
い
い
よ
。
」

「
店
長
！
！
ど
う
し
て
メ
グ
ば
っ
か
り
先
に
帰
ら
せ
る
ん
で
す
か
！
？
」

「
未
成
年
・
女
・
チ
ビ
だ
か
ら
。
」

「
チ
ビ
は
い
ら
な
い
。
」

「
阪
田
さ
ん
女
の
子
だ
し
、
未
成
年
だ
か
ら
。
他
の
み
ん
な
は
男
の
子
じ
ゃ
ん
。

」『
差
別
だ
～
！
！
』
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労
働
時
間
３
時
間
：
新
キ
ャ
ラ
登
場

次
の
日
。

お
店

誰
か
を
待
っ
て
い
る
よ
う
な
阪
田
が
い
る
。

「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
～
。
」

他
の
従
業
員
の
声
が
響
い
て
い
る
。

「
尾
崎
さ
ん
来
な
い
ね
～
。
」

「
尾
崎
さ
ん
待
っ
て
な
い
し
。
」

鈴
原
が
阪
田
を
お
ち
ょ
く
る
。

「
阪
田
さ
ん
、
い
い
？
」

「
は
～
い
。
じ
ゃ
あ
田
村
さ
ん
呼
ん
で
る
か
ら
。
」

そ
う
言
っ
て
先
輩
の
で
あ
る
田
村
奈
津
実
（
た
む
ら
な
つ
み
・
通
称
『
田
村
』

飯
沼
の
み
『
な
っ
ち
ゃ
ん
』
）

「
こ
れ
急
遽
な
ん
だ
け
ど
、
年
賀
状
の
打
ち
込
み
で
き
る
？
」

「
い
つ
渡
し
で
す
か
？
」

「
明
後
日
。
」

「
う
～
ん
、
出
来
る
と
思
い
ま
す
よ
。
２
０
０
枚
だ
っ
た
ら
余
裕
、
余
裕
。
」

「
お
願
い
で
き
る
？
今
か
ら
だ
と
時
間
か
か
る
よ
。
」

「
残
業
し
ま
す
。
ま
あ
明
日
休
み
だ
し
。
」

急
遽
年
賀
状
印
刷
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
阪
田
な
の
で
し
た
。

「
あ
れ
？
涼
介
、
メ
グ
は
？
」

「
裏
で
年
賀
状
の
印
刷
や
っ
て
る
。
」

「
え
っ
？
今
か
ら
？
」

こ
の
時
時
間
は
８
：
４
５

「
飛
び
込
み
の
年
賀
？
誰
が
担
当
な
の
？
」

「
田
村
さ
ん
。
」

「
え
っ
！
？
田
村
さ
ん
な
の
？
友
幸
さ
ん
じ
ゃ
な
く
て
？
」

「
う
ん
、
田
村
さ
ん
。
珍
し
い
よ
ね
。
」
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「
友
幸
さ
ん
は
い
つ
も
の
こ
と
だ
か
ら
気
に
し
な
い
け
ど
。
」

「
メ
グ
～
、
無
理
し
て
全
部
や
ら
な
く
て
い
い
ぞ
？
」

「
え
っ
！
？
打
ち
込
み
だ
け
し
か
し
な
い
よ
。
今
か
ら
印
刷
す
ん
の
め
ん
ど
く

さ
い
し
。
」

「
あ
っ
そ
う
で
す
か
・
・
・
」

有
言
不
実
行
？

「
な
ぁ
、
な
ぁ
海
斗
～
。
」

「
な
ん
す
か
？
」

「
メ
グ
と
和
臣
っ
て
ど
う
思
う
？
」

「
ど
う
思
う
も
こ
う
思
う
も
、
メ
グ
片
想
い
中
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
尾
崎
さ
ん

に
。
」

飯
沼
は
鈴
原
に
恋
愛
事
情
を
事
情
聴
取
中
。

鈴
原
は
迷
惑
気
味
？

そ
こ
へ
同
じ
デ
パ
ー
ト
内
の
別
店
舗
、
本
屋
の
従
業
員
小
笠
原
麻
実
（
お
が
さ

わ
ら
あ
さ
み
・
通
称
『
麻
実
』
）
が
登
場
。

「
な
に
や
っ
て
る
の
？
お
二
人
さ
ん
。
」

「
お
っ
！
？
小
笠
原
。
い
い
タ
イ
ミ
ン
グ
に
来
た
。
店
手
伝
え
☆
」

「
や
だ
♪
」

「
お
い
～
！
！
！
！
」

飯
沼
＆
小
笠
原
の
コ
ン
ト
は
数
分
続
く
の
で
し
た
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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